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社会を明る
子供たちも社会を明るくするため

に努力しています

が
健
康
と
事
故
防
止
J

日
本
脳
炎
や
日
射
病
を
さ

け
る
に
は
外
出
す
る
と
き
、

必
や
帽
子
を
忘
れ
な

い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
も
こ
の
季
節
が
一

番
多
く
、
あ
ら
ゆ
る
食
品
は

一
度
火
を
通
す
か
、
煮
な
弘
が

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、

食
器
類
や
食
器
戸

棚
を
手
ま
め
に
熱
湯
で
ふ
い

た
り
し
て
治
く
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
っ
た
い
せ
つ
な
こ

/ノ社会を明るくする運動ノ/

この運動は、すべての国民が犯罪の防止

と、 罪を犯した人たちの更生について理解

を深め、進んでそれぞれの立場に烏いて力

をあわせ、犯罪のない明るい社会をき十こ

うとする全国的な運動です。

と
は
事
故
防
止

i
交
通
事
故

一

海
や
川
あ
る
い
は
山
の
事
故
一

左
ど
で
す
。

一
年
中
で
こ
う
-

し
た
事
故
の

治
こ
る
の
は
、
…

こ
の
時
期
が
多
い
よ
う
で
す
一

と
く
に
幼
児
の
水
遊
び
に
は
一

親
や
兄
弟
が
必
歩

っ
き
添
う
一

こ
と
。
最
近
水
あ
そ
び
道
具

一

の
う
ち
、

救
命
具
ま
が
い
の
…

形
を
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
一

で
す
が
、
空
気
も
れ
を
十
分
一

検
査
し
、
あ
く
ま
で
も
水
遊
一

び
の
お
も
ち
ゃ
と
し
て
扱
う
U

こ
と
を
忘
れ
や
J

私
た
ち
の
生
…

活
を
健
康
で
明
る

い
も
の
に
司

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

一
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つ
ゆ
ど
き
の

4 

グ

り

交
通
事
故
を

大村市政だよ

な
く
そ
う
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交
通
事
故
の
防
止

に
つ
い

て
は
昨
今
く
り
返
し
強
く
叫

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
悲
惨
な

交
通
事
故
の
友
い

日
は
あ

D

ま
せ
ん。

と
く
に
雨
期
を
迎
え
て
こ

の
い
た
ま
し
い
交
通
事
故
を

な
く
し
て
毎
日
毎
日
が
明
る

松並に交通信号機

この交差点は国道と大村駅か

ら空港へ通ずる道路が交わると

ころで交通量が多く、信号機の

取り付けが要望されていたとこ

ろです。これで、この交差点も

大変通りやすくなりました。

F 
J 

A 親切にやさ しい導きを

おねがい

お母さん方へ

い
生
活
が
送
ら
れ
た
ら
ど
ん

な
に
幸
せ

で
し
ょ

う。

そ
こ
で
車
を
運
転
す
る
人

も
歩
行
者
も
つ
ぎ
の
よ
う
な

こ
と
に
つ
い
て
十
分
の
注
意

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

車
を
運
転
す
る
人

仰
い

つ
で
包
す
ぐ
に
停
車
で

き
る
よ
う
な
安
全
運
転
を

す
る
。

制
毎
日
の
運
転
開
始
に
つ
い

て
は
始
業
点
検
は
も
ち
ろ

ん
余
暇
を
み
て
点
検
整
備

を
忘
れ
な
い
.

州
、
雨
の
日
に
は
泥
よ
け
、
ワ

イ
パ
ー
な
ど
こ
ま
か
い
点

V右側通行の しつけを

ま
で
気
-P一一配
り
、
泥
は
ね

運
転
を
し
な
い
よ
う
十
分

注
意
す
る
。

M
H
雨
の
日
は
歩
行
者
の
注
意

が
に
ぶ

b
が
ち
で
す
。

横

断
歩
道
そ
の
他
、
歩
行
者

の
多
い
と
こ
ろ
で
は
必
十

一
時
停
止
か
除
行
を
忘
れ

友
い
。

制
自
転
車
は
き
わ
め
て
不
安

定
で
あ
る
た
め
雨
の
日
は

ス
リ
ッ
プ
し
易
い。

で
き
る
だ
け
道
路
の
端
を

一
列
縦
隊
で
通
り
、
二
人

乗
り
は
し
な
い
よ
う
に
す

る。踏
切
や
道
路
角
で
の
一
時

停
止
や
徐
行
が
一忘
れ
な

い

歩
く
人

川
刊
右
を
見
て
、

左
を
見
て、

も
う

一
度
右
を
見
て、

車

が
い
る
と
き
は
運
転
者
の

目
を
見
て
わ
た
る。

制
横
道
か
ら
と
び
出
さ
友
い

よ
う
に
し
、

パ
ス

な
ど
の

直
前
直
後
は
と
く
に
注
意

す
る
。

州
、
雨
の

日
は
か
さ
で
視
界
が

さ
え
ぎ
ら
れ
る
の
で
十
分

注
意
す
る
。

同
学
童
や
園
児
の
雨
具
類
は

安
全
色
(
黄
)
の
も
の
を

着
用
さ
せ
る
よ
う
に
す
る

、‘.
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本
制
度
の
改
正

の
ね
ら
い

は、

近
年
著
し
く
充
実
さ
れ

た
国
の
制
度
金
融
に
た
い
て

も
い
ま
だ
そ
の
融
資
対
象
と

な
ら
な
い
部
門
に
つ
い
て
、

県
単
独
の
制
度
に
よ
り
融
資

対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

制
度
金
融
の
欠
か
ん
を
補
充

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

改
正
の
要
点

①
貸
付
の
相
手
方

ω農
業
を
営
む
個
人

ω農
業
を
営
む
農
事
組
合

法
人、

合
名
会
社
、
合

資
会
社
及
び
有
限
会
社

等
の
法
人

ω農
業
を
共
同
で
行
な
う

経
営
体
で
法
人
以
外
の

も
の

②
資
金
の
種
類

別
表

ω

③
制
度
施
行
期
限

の
延
長

①、

②
の
改
正
に
と
も
な

い
従
来
の
制
度
の
施
行
期

限
昭
和
四
十
一
年
三
月
三

り(3) 

十

一
日
ま
で
を
五

カ
年
延

長
し
昭
和
四
十
六
年
三
月

三
十
「
日
ま
で
と
す
る
。

④
貸
付
限
度
額

個
人
五
十
万
円
、
共
同
経

営
体
三
百
万
円
(
個
人
共

同
体
と
も
事
業
費
の
八
十

μ
相
当
額
)

な
沿
、
く
わ
し
い
こ
と
は

農
林
課
ま
た
は
農
業
改
良
普

及
所
、
農
協
へ
烏
だ
十
ね
く

だ
さ
い
。資 金 の種類

貸 付条件
貸利率付 償期還限 据期置間

l農又地は宅、採地草の放取牧得地に必、要山林な原資金野
年 5分 1 0年 2年 |
以内 以内 以内

2肥鶏育の用素な牛購、肥育用必要素豚又は
ひの入に な資金

年以65分1内亘
2.fj土

3家入畜資の金育成に必要な飼料の購
以内

(表1) 

、、
/ 、

(表2) 

生:
111家出資全 (21 aciJ 料資金 融資総度額

選定 基準 際準単 i曲 選定基準 標 準単価 ( i 1! ~ 1 2 1 を 合せ)

1 
T 33且以 l勝人する場合 fi¥lll ;~;:" ! f闘|日] 1，.: l .li令 1H~ 50万円以内

40.00り1'1 人 とも 1 日~I :
月E育附素'1 共

10~jj 以卜騎 入する 場合
it告1I到しツき1 共

JuJ 在
て)~ミ

300刀JlJ以内同 Ho.oool'l JoJ 3ιoωf11 

個
20~貝以上購入 す る場 合

個
!日J J.，: 50万円以内

2 人 1 yUIこっき 人 Htl につ き

月E育用素豚 共 50踊以ト~人 す る場合
6.000円 共 10J A: 7.000[11 300万fiJ以内

同 向]

でj;，:ssひも
外化1剥来国種極に2つ8000き問円 仙i I;;J J.i (180日)

U~ につき

個 500羽以上競八する場合 400円

イ.極鵠ひな 1 ~~につき
I;;J 左 (180日)

11 

150羽以l-_~八する場合 100円 550fTJ 50万同以内

3 '7.肉鵠ひな 1羽につき
人 I可左(70日)

11 

Z島町ひ 主 人 500羽以上購入する場合 40円 150ドl

:!t 
7.)孟卵ひな

作外l羽来国種種に2つ別00き円円 向在 (180日)
羽につき

1. 0 oo;r~以上購入す る場合
C!I、L 

40QllJ 

イ.積怨ひな 1羽につき
同左(180日)

I! 
300'乃同以内

300羽以上購入する場合 100円 550円

|司 え肉鵠ひな 1羽につき
同左(70臼)

11 

1. 000羽以上購入する場合 40円
同

150円

社
会
福
祉
事
業
資
金
に
寄
付

そ
れ
ぞ
れ
金

一
封
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た。

市
内
玖
島
郷
の
天
野
常
春

さ
ん
は
故
ベ
好
五
一

さ
ん

の

忌
明
に
、
市
内
本
町
下
回

キ

ク
エ
さ
ん
は
、
亡
夫
米
蔵
さ

ん
の
忌
明
に
、
又
市
内
竹
松

九
電
社
宅
の
広
川
精

一
さ
ん

は
亡
父
重
道
さ
ん

の
忌
明
に

|

|
自
衛
官
募
集

陸
上
、

海
上
お
よ
び
航
空

自
衛
官
在
募
集
し
て
い
ま

す
。
志
願
票
は
市
役
所
ま

た
は
大
村
部
隊
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

7110;ま々空間 広く美しく

使いましょう

道路は

， -

c:;ア

4グ

道路は 住民の日常生活になくては

左ら友いもので 自由左通行ができ

るものでなくては左Pません

b無断で堀bかえさない

b物を放置し友い

b道路標識を無断で移動し主主い

bたきび、をしたり ごみをすてたb

し友いー
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海
び
ら
き
・
山
び
ら
き

グ
自
然
に
親
し
も
う
4

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一一

第

一

回

市

民

キ

ヤ

一一

一一一一一一

ン

ブ

大

会

昭和33'年4月22日第三種郵便物認可-
自
然
公
園
や
景
勝
地
の
自

然
環
境
に
親
し
ん
で
心
身
の

健
康
を
増
進
し
、
自
然
の
動

植
物
に
興
味
を
持
ち
、
健
康

左
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
と

玖
島
崎
、
松
原
海
水
浴
場
を

つ
ぎ
の
と
最

b
開
き
ま
す
。

-

野
岳
キ
ャ
ン
プ
場

七
月
十
日

t
十
月
末
日

玖
島
崎
、
松
原
海
水
浴
場

V
松

原

海

水

浴

場

七

月

十

一
一
日
か
ら

V

玖
島
崎
海
水
浴
場

十
三
日
か
ら

七
月

な
島
、
県
大
村
保
健
所
の

海
水
水
質
検
査
の
結
果
は
両

海
水
浴
場
と
も
良
好
で
す
.

市
民
キ
ャ
ン
プ
大
会

ま
た
、
第
一

回
大
村
市
民

キ
ャ
シ
プ
大
会
を
つ
ぎ
の
と

治
h
y
行
在
い
ま
す
。
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
.

マ
日
時
七
月
十
日
午
後
五

時
集
合
、
七
月
十
一
日
正

午

解

散

。

一

マ
場
所

野
岳
キ
ャ

γ
プ
場
一

マ
費
用
テ
ン
ト
、
毛
布
な
一

ど
は
無
料
で
貸
出
し
ま
す
一

-除草剤に注意を

養魚に害を与えます

本年も除草剤が使用さ

れる時期に取りましたの

で‘水産動植物の被害防

止に特にご注意ください

使用される期聞は6月

下旬から 7月中句ごろま

でです。

使用する場合は、水の

「かけ流し」をし友い。

また、溜池などに養魚を

している人は汚水の流入

しないよう注意する.

郡ヤ ママ
岳 l当 運 商申校人条自が
登を自動工込のま件負
山行は 具 水 許 で 担燃
をなキ庖産七可とー プ 料
行 h ヤヘ課月をしグ 代
な、ン。ま七得、 Jレ

い希プ た日る学 l 食
ま望フョ はまこ生プ 費
す者ア 市でとはを は
.はイ 内に。学五 各

うえ抑制議 1

罪は者命無会務れ大 | 
のかのは給奉員た臣保 l
予り改罪で仕で非よ護
防、善を、者あ常り司
とー更犯主と b勤委は
青般生しなし、の も嘱法
少犯をた使て社会さ務

l

l
立
入
調
査

県
道
大
村
鹿
島
線
道
路
改

良
工
事
測
量
の
た
め
、
つ

ぎ
の
と
治
h
y
立
入
調
査
を

行
な
い
ま
す
。

場
所

宮
代
郷
樟
脳
小
麗

下
か
ら
中
岳
郷
南
川
内

川
川
口
附
近
ま
で

期
間
六
月
二
十
八
日
よ

D
一
カ
月
間

園
生
業
資
金
を
貸
付

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
国
庫
債
券
を
担
保

と
し
て
つ
ぎ
の
要
領
で
生
業

資
金
の
貸
付
申
込
受
付
を
行

、
な
い
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、

保
険
年
金
課
に
あ
り
ま
す
。

マ
貸
付
限
度
額

ノ

年
の
不
良
化
防
止
な
ど
犯
罪

子
防
活
動
を
助
長
す
る
こ
と

で
す
.
大
村
市
と
東
彼
杵
町
に
か

け
て
四
十
名
近
く
の
保
護
司

一
人
当
り
十
万
円

マ
貸
付
の
対
象

生
業
の
た
め
の
資
金
と
し

て
活
用
し
よ
う
と
す
る
人
.

な
語
、
生
活
困
窮
者
、

高
令

者
な
ど
を
優
先
し
ま
す
。

マ
受
付
期
間

七
月
一
日

t
二
十
日
ま
で

貸
付
予
定
日
は
九
月
上
匂

で
、
申
込
み
に
は
事
業
の
見

積
書
を
必
要
と
し
ま
す
.

く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課

に
最
た
十
ね
く
だ
さ
い
。

， 

が
配
属
さ
れ
、
多
い
人
で
六

十
七
名
の
対
象
者
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

『

対
象
者
は
、

ω家
庭
裁
判
所

で
保
護
観
察
に
付
さ
れ
た
少

年、

ω少
年
院
か
ら
仮
退
院

H

保

護

司

d

を
許
さ
れ
た
少
年
、

ω刑
務

所
か
ら
仮
出
獄
を
許
さ
れ
た

者、

ω保
護
観
察
に
付
さ
れ

た
刑
執
行
猶
予
者
、

ω婦
人

補
導
院
か
ら
仮
退
院
を
許
さ

れ
た
者
、

ω道
路
交
通
法
違

-
タ
イ
ピ
ス
ト
を
募
集

市
で
は
職
員
の
公
募
を
つ

ぎ
の
と
ゐ
り
行
な
い
ま
す
。

ム
職
種
タ
イ
ピ
ス
ト

ム
募
集
人
員
若
干
名

ム
受
験
資
格

ω大
村
市
内
に
住
居
を
有
す

る
者
ま
た
は
採
用
後
居
住

し
ろ
る
者

ω学
歴
は
別
に
問
い
ま
せ
ん

が
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
ほ
か
グ
イ
プ

技
術
を
習
得
し
て
い
る
者

反
で
保
護
観
察
に
付
さ
れ
た
↑

者
で
す
.

保
護
司
は
毎
月
本
人
に
面
一

接
し
て
指
導
、
監
督
、
補
導
一

援
護
の
手
を
さ
し
の
べ
、
職
一

業
の
あ
っ
せ
ん
、
医
療
の
援
一

助
、
家
庭
環
境
の
調
整
な
ど
一

本
人
の
社
会
復
帰
の
た
め
必
一

要
注
捨
置
を
と
っ
て
い
ま
す
一

明
か
る
い
社
会
を
作
る
に
一

は
、
社
会
全
体
の
暖
か
い
手
一

が

必

要

で

す

.

-

保
護
司
会
で
は
市
民
み
な
一

さ
ん
の
協
力
を
求
め
て
い
ま
一

す

。

一

---Il--L 

ω昭
和
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
二
年
四
月
一

固
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

ム
試
験
公
務
員
と
し
て
の

必
要
な
一
般
知
能
と
教
養

に
つ
い
て
の
筆
記
試
験
、

実
地
試
験
、
身
体
検
査

七
月
中
旬
の
予

ム
試
験
日

定
A
受
験
手
続

-所
定
の
申
込

用
紙
に
よ
り
七
月
一
日
か

ら
七
月
十
二
日
ま
で
の
執

務
時
間
内
に
人
事
課
へ
。

、‘・


